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28人、皮膚・排泄ケア 88人、感染管理 88人、集中ケア 63人であった。 
２．使用頻度について「日常的に使用」が 50％を超えた項目は１つもなかった。 
「日常的に使用」で多かったのは、Ⅹ線：胸部 48％、CT画像；胸部 37％、頭部 31％。 
「全く使用しない」の回答が 90%以上のものは、エコー：関節･腱、シンチグラフィー：
脳、甲状腺･副甲状腺、肝･胆道、腎、副腎、PET:脳、癌であった。 
３．必要性について「必要」が 50%を超えたものは、Ⅹ線：胸部 86％、腹部 86％、CT画像：
腹部 79％、胸部 76％、Ⅹ線：四肢 59%、CT画像：頭部 59%、エコー：腹部 56%、MR画像：
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